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Spaceport 〜有人宇宙施設を作る〜 

抄録 

  人工衛星や宇宙船などの中継地点かつ一般の人々にとってのアミューズメント施設となる

施設を提案する。これをスペースポートと呼称するものとし、その建築方法や低重力環境及

び宇宙放射線による健康問題の解決、宇宙船が目標天体へたどり着くことのできる条件を検

証するためのシミュレーションなどの研究を行った。 

１．研究の背景と目的 

  宇宙は、微小重力や宇宙線によって、地球とは全く異なる過酷な環境である。それらが引

き起こす課題とその解決策を明らかにし、スペースポートを運用させるにあたってのデザイ

ンと適切な位置を決定する。

２．方法 

・建築…fusion360を用いてイメージを作成し、建設方法を考察する。

・骨量の維持…遠心力を使った疑似的な重力により骨量減少を抑制する方法を検討する。

・宇宙放射線…阻止能・反応断面積を計算し、物質がシールドに適しているか検証する。

・シミュレーション…JavaScriptを用いて N体シミュレーションプログラムを作成する。

３．結果 

 巨大数を、科学的表記法を応用した配列で表現するこ 

とで、オーバーフローを起こすことなく N体シミュレー 

ションをすることが可能となった。

４．考察 

 図 1より、従来の宇宙船や人口衛星主な材料の Alよ 

り、H2Oや C2H4（ポリエチレン）、paramylon（パラミ 

ロン：ミドリムシのみが細胞内貯蔵物質として生成する

多糖類）の方が宇宙線の遮蔽に適した材料だと言える。

５．結論 

スペースポートの形は切頂二十面体を提案する。また建築

する際は、宇宙エレベーターと 3Dプリンタを利用する計 

画だ。宇宙線を遮蔽するために、ミドリムシと水を水槽に入 

れたものをスペースポートの外壁とする。 

スペースポートを回転させることにより発生した遠心力を

擬似的な重力とし、その利用によって微小重力下で減少する 

骨量を維持する。 
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図 1  宇宙線と物質の相互関係 

図 2  スペースポートのイメージ 


